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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器において実装された方法であって、
　媒体に依存しないハンドオーバ（ＭＩＨ）ポイント・オブ・サービス（ＰｏＳ）へのリ
ンクをＯＡＭ（Operation, Administration and maintenance）ピアとして確立するステ
ップと、
　ＯＡＭプロトコルを使用することによって、前記ＭＩＨ　ＰｏＳへの前記リンクのリン
ク状態を監視するステップと、
　前記リンク状態の変化の検出に応じて、前記リンク状態を示すＯＡＭトリガをＭＩＨイ
ベントにマッピングするステップと、
　前記ＭＩＨイベントを上位レイヤに報告するステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ＯＡＭプロトコルはＩＥＥＥ　８０２．３ａｈであることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　８０２．３ａｈリンク・アップ・イベントが、ＭＩＨリンク・アップ・イベントにマッ
ピングされることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　８０２．３ａｈリンク障害イベントが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
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されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　８０２．３ａｈダイイング・ギャスプ・イベントが、ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウ
ン・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．１ａｇであることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　リンク状態の変化が検出されたことを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリン
ク・アップ・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ＭＥＰ（management end point）が１つまたは複数のＭＥＰとの交信を途絶しているこ
とを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウン・イベントが、障害を示す前に失われた可能性があ
る接続性チェック・フレームの数を示す８０２．１ａｇオブジェクトに基づいて生成され
ることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ユーザ機器であって、
　　ＵＥと、媒体に依存しないハンドオーバ（ＭＩＨ）ポイント・オブ・サービス（Ｐｏ
Ｓ）と、の間のリンクを、ＯＡＭ（Operation, Administration and maintenance）ピア
として確立し、
　　ＯＡＭプロトコルを使用して前記ＭＩＨ　ＰｏＳへの前記リンクのリンク状態を監視
し、
　　前記リンク状態の検出された変化を示すＯＡＭトリガを送る、
　ように構成される下位レイヤ・エンティティと、
　前記ＯＡＭトリガをＭＩＨイベントにマッピングするように構成され、かつ前記ＭＩＨ
イベントを上位レイヤに報告するように構成される、ＭＩＨエンティティと
を備えることを特徴とするユーザ機器。
【請求項１３】
　前記ＯＡＭプロトコルはＩＥＥＥ　８０２．３ａｈであることを特徴とする請求項１２
に記載のユーザ機器。
【請求項１４】
　８０２．３ａｈリンク・アップ・イベントが、ＭＩＨリンク・アップ・イベントにマッ
ピングされることを特徴とする請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１５】
　８０２．３ａｈリンク障害イベントが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
されることを特徴とする請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１６】
　８０２．３ａｈダイイング・ギャスプ・イベントが、ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウ
ン・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項１３に記載のユーザ機器。
【請求項１７】
　前記ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．１ａｇであることを特徴とする請求項１
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２に記載のユーザ機器。
【請求項１８】
　リンク状態の変化が検出されたことを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリン
ク・アップ・イベントにマッピングされることを特徴とする請求項１７に記載のユーザ機
器。
【請求項１９】
　ＭＥＰ（management end point）が１つまたは複数のＭＥＰとの交信を途絶しているこ
とを示す８０２．１ａｇオブジェクトが、ＭＩＨリンク・ダウン・イベントにマッピング
されることを特徴とする請求項１７に記載のユーザ機器。
【請求項２０】
　ＭＩＨリンク・ゴーイング・ダウン・イベントが、障害を示す前に失われた可能性があ
る接続性チェック・フレームの数を示す８０２．１ａｇオブジェクトに基づいて生成され
ることを特徴とする請求項１７に記載のユーザ機器。
【請求項２１】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１２に記載のユーザ機器。
【請求項２２】
　前記ＭＩＨ　ＰＯＳへの前記リンクは、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークを介する
ことを特徴とする請求項１２に記載のユーザ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信システムに関する。より詳細には、本発明はイーサネット（登録商標）Ｏ
ＡＭ（Ethernet Operation, Administration and Maintenance）プロトコルを使用するＭ
ＩＨ（Media Independent Handover：メディア間ハンドオーバ：媒体に依存しないハンド
オーバ）のための方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ８０２．２１は、リンク・レイヤから供給される測定値およびトリガに基づい
てシームレスなハンドオーバ処理を可能にするためのアーキテクチャを提供する。ＩＥＥ
Ｅ８０２．２１は、媒体に依存しないイベント・サービス（ＥＳ：Event Service）、コ
マンド・サービス（ＣＳ：Command Service）、および情報サービス（ＩＳ：Information
 Service）を定義する。ＩＥＥＥ８０２．２１はまた、それぞれの特定のアクセス技術に
対する媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）レイヤのサービス・アクセ
ス・ポイント（ＳＡＰ：Service Access Point）および関連するプリミティブを定義する
。
【０００３】
　ＩＥＥＥ８０２．２１のＭＩＨのイベントおよび情報サービス（ＥＩＳ：Event and In
formation Service）は、ユーザ機器（ＵＥ）とＭＩＨのポイント・オブ・サービス（Ｐ
ｏＳ：Point of Service）との間のリンク状態更新のための、ＭＡＣまたは物理レイヤに
基づくイベント通知を必要とする。ＭＩＨ　ＥＩＳイベントには、リンク・アップ、リン
ク・ダウン、リンク・パラメータ変更、リンク・ゴーイング・ダウン（link going down
）、サービス・データ・ユニット（ＳＤＵ：Service Data Unit）伝送状態、リンク・イ
ベント・ロールバック、プレ・トリガ（Ｌ２ハンドオフ・イミネント（L2 handoff immin
ent））、および同様のものが含まれる。現在では、ＭＩＨ　ＥＩＳをサポートするため
に必要とされるリンク・レイヤ拡張は、様々な技術に対して考慮されつつある。
【０００４】
　イーサネット（登録商標）・ネットワークに関して、連続性メッセージを使用するリン
ク監視は、物理レイヤ・シグナリングが２つの通信ピアの間の接続性状態を検出するため
に不適切であるところで必要とされる。ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈのイーサネット（登録
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商標）・ファースト・マイル（ＥＦＭ：Ethernet First Mile）は、８０２．３物理レイ
ヤ・シグナリングに対する拡張を提供して接続性状態判定を容易にする。ＩＥＥＥ　８０
２．３ａｈは、リンク監視、障害シグナリング、およびリモート・ループバックを提供す
る。リンク監視は、エンティティが障害および劣化した接続を検出可能であるように、さ
まざまな条件の下で、リンク障害を検出し、かつ示すことに役立つ。障害シグナリングは
、１つのエンティティが誤りを検出した別のエンティティに信号送信するための機構を提
供する。障害修理のためにしばしば使用されるリモート・ループバックは、１つのエンテ
ィティが別のエンティティを、すべてのインバウンド・トラフィックがそのリンクに直ち
に反映される状態に置くことを可能とする。
【０００５】
　ＩＥＥＥ８０２．１ａｇ（接続性障害管理（ＣＦＭ：Connectivity Fault Management
）としても知られる）は、顧客、オペレータ、およびサービス提供者レベルでの、エンド
・ツー・エンドのイーサネット（登録商標）・ネットワークに対するトランスポート障害
管理をサポートするためのプロトコル、手順、および管理オブジェクトを規定する。これ
らにより、パス・スルー・ブリッジおよびローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）の
発見および検証、ならびに特定のブリッジまたはＬＡＮへの接続性障害の検出および分離
が可能となる。
【０００６】
　障害検出のためのＣＦＭ機構には、種々のＯＡＭドメイン（例えば、オペレータ・ドメ
イン、提供者ドメイン、および顧客ドメイン）での、連続性チェック、経路探索（tracer
oute）、ループバック（ｐｉｎｇ）、警報指示、および同様のものが含まれる。それぞれ
の保守ドメインは、宛先アドレスおよびイーサタイプ（EtherType）を使用してＣＦＭメ
ッセージを伝達する。ＣＦＭメッセージは、ゼロまたは１つ以上のＭＩＰ（Maintenance 
Intermediate Point）を横断したあとにＭＥＰ（Maintenance End Point）において供給
されるか、またはそこで受信される。ＣＦＭメッセージは８０２．１Ｑまたは８０２．ｌ
ａｄブリッジを透過的に通過する。ＣＦＭの複数のインスタンスは、同一のブリッジ・ポ
ート上の複数のレベルにて同時に動作可能である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従来技術では、リンク問題を検出し、この情報をリンクのエンド・ポイントに提供する
ための機構を提供するが、現時点では、代替リンクに対するハンドオーバ動作をトリガす
る目的のためにこの情報を利用する手段がない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、イーサネット（登録商標）ＯＡＭプロトコルを使用するＭＩＨのための方法
およびシステムに関する。ＵＥとＭＩＨ　ＰｏＳとの間のリンク接続性が、ＯＡＭプロト
コルを使用して監視される。リンク状態を示すＯＡＭトリガがＭＩＨイベントにマッピン
グされ、かつＭＩＨイベントが可能性があるハンドオーバに関して報告される。ＯＡＭプ
ロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈまたは８０２．１ａｇであることができる。アク
セス・ネットワークは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークまたは８０２．１Ｑブリッ
ジ・ネットワークであることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　今後、用語「ＵＥ」には、限定するものではないが、無線および／または有線の送信／
受信ユニット（ＴＲＵ：Transmit/Receive Unit）、移動端末（ＳＴＡ）、固定または移
動体の加入者ユニット、ページャ、または無線および／または有線の環境において動作可
能な他の如何なるタイプのデバイスが含まれる。
【００１０】
　本発明の特徴は、集積回路（ＩＣ：Integrated Circuit）に組み込むこと、または相互
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接続された複数のコンポーネントを備える回路において構成することができる。
【００１１】
　本発明によると、ＭＩＨエンド・ポイント（すなわち、ＵＥおよびＭＩＨ　ＰｏＳ）は
、ＯＡＭピア・エンティティとされ、そしてＵＥとＭＩＨ　ＰｏＳとの間のリンク状態は
、ＯＡＭプロトコル（８０２．３ａｇまたは８０２．１ａｇなどの）を使用することによ
り監視される。検出されたリンク状態を示すＯＡＭトリガは、ＭＩＨイベントにマッピン
グされる。ＭＩＨイベントは、可能性があるハンドオーバに関して上位レイヤに報告され
る。ＭＩＨ　ＰｏＳは、ＭＩＨサービスを提供するネットワーク・エンティティである。
ＭＩＨ　ＰｏＳは、ネットワークにおける任意の場所に存在することができる。例えばＭ
ＩＨ　ＰｏＳは、ＰｏＡ（Point of Attachment）またはコア・ネットワークに存在する
ことができる。本発明によると、最新のリンク状態情報は、ＭＩＨ能力がある８０２．２
１ＰｏＳにとって使用可能とされ、そしてそのＰｏＳは、最新のリンクに関する問題が報
告されたときは常に、それを使用し代替のリンクに向かってハンドオーバをトリガするこ
とができる。本発明は、８０２．３および８０２．１１ネットワーク上のハンドオーバ判
定のための８０２．１リンク検出機構を一般に使用するための機構を提供する。
【００１２】
　図１は、本発明によるＵＥ １００の機能的エンティティを示す。ＵＥ １００は、上位
レイヤ１１０、ＭＩＨエンティティ１２０、および下位レイヤ１３０を含む。上位レイヤ
１１０は、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：Session Initiation Protocol）・エン
ティティ１１２、移動体インターネット・プロトコル（ＭＩＰ：Mobile Internet Protoc
ol）・バージョン４（ＭＩＰ ｖ．４）・エンティティ１１４、移動体インターネット・
プロトコル・バージョン６（ＭＩＰ ｖ．６）・エンティティ１１６、および同様のもの
を含む。下位レイヤ１３０（すなわち、レイヤ２およびレイヤ１）は、ＩＥＥＥ８０２．
３エンティティ１３２、ＩＥＥＥ８０２．１１エンティティ１３４、ＩＥＥＥ８０２．１
６エンティティ１３６、第三世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）・エンテ
ィティ１３８、３ＧＰＰ２エンティティ１４０、および同様のものを含む。ＭＩＨエンテ
ィティ１２０は、下位レイヤ１３０からリンク・イベントおよびリンク情報を受信する。
下位レイヤ１３０からの報告されたリンク・イベントおよびリンク情報に基づき、ＭＩＨ
エンティティ１２０は、ＭＩＨイベントおよび情報を生成し、上位レイヤ１１０にそれら
を送る。ＭＩＨエンティティ１２０は、上位レイヤ１１０からＭＩＨコマンドおよび情報
を受信する。上位レイヤ１１０から受信されたＭＩＨコマンドおよび情報に基づき、ＭＩ
Ｈエンティティ１２０は、リンク・コマンドおよびリンク情報を生成し、そして下位レイ
ヤ１３０にそれらを送る。
【００１３】
　図２は、本発明による、８０２．３ａｈ　ＯＡＭメッセージを使用してリンク状態を監
視するＵＥ ２０２およびＭＩＨ　ＰｏＳ２０８を示す。ＵＥ２０２とＭＩＨ　ＰｏＳ２
０８との間の接続は、１つまたは複数のハブ（または、リピータ）２０４、２０６を含む
ネットワーク２１０を介して確立される。第１のハブ（またはリピータ）２０４は、Ｐｏ
Ａである。ＵＥ ２０２およびＭＩＨ　ＰｏＳ ２０８がハブ（またはリピータ）２０４、
２０６を通して接続されているときには、ＵＥ ２０２のレイヤ１インタフェースでの８
０２．３物理レイヤ・シグナリングは、ハブ（またはリピータ）２０４、２０６と、ＭＩ
Ｈ　ＰｏＳ ２０８との間のリンク・イベントの変化を検出することができない。したが
って、ハブ（またはリピータ）２０４、２０６の間の接続性の欠損がＵＥ２０２ または
ＭＩＨ　ＰｏＳ ２０８の何れにも明らかでないため、ハンドオーバ判定に必要となるエ
ンド・ツー・エンドのセマンティクス（semantics）は失われる。ＭＩＨ　ＰｏＳ ２０８
以降の接続性の欠損は、ＩＥＥＥ８０２．２１により達成可能な範囲を超えていることに
留意されたい。
【００１４】
　本発明の第１の実施形態によると、ＭＩＨエンド・ポイント（すなわち、ＵＥ ２０２
およびＭＩＨ　ＰｏＳ ２０８）は、ＯＡＭピア・エンティティとされ、ＵＥ ２０２とＭ
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ＩＨ　ＰｏＳ ２０８との間のリンク状態が、ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈプロトコルを使
用して監視される。ＵＥ ２０２およびＭＩＨ　ＰｏＳ ２０８の両方は、ＭＩＨエンティ
ティを含む。ＰｏＡ ２０４は、ＭＩＨエンティティを含むことができる。そのような場
合には、ＰｏＡ ２０４はＭＩＨ能力のあるＰｏＡとして機能する。ＵＥ ２０２およびＭ
ＩＨ　ＰｏＳ ２０８のＭＩＨエンティティ（随意的に、ＭＩＨ　ＰｏＡ ２０４のＭＩＨ
エンティティ）は、このリンク状態情報を使用して、リンク状態に関する８０２．２１Ｍ
ＩＨイベント通知を生成する。
【００１５】
　８０２．３ａｈプロトコルを使用してリンク状態が検出されると、ＯＡＭトリガがＵＥ
 ２０２（または、ＭＩＨ　ＰｏＳ ２０８およびＭＩＨ　ＰｏＡ ２０４）のＭＩＨエン
ティティに転送される。ＯＡＭトリガは次に、ＵＥ ２０２（または、ＭＩＨ　ＰｏＳ ２
０８およびＭＩＨ　ＰｏＡ ２０４）のＭＩＨエンティティによってＭＩＨイベントにマ
ッピングされ、そしてハンドオーバをトリガするため上位レイヤに報告される。
【００１６】
　表１は、８０２．３ａｈトリガの８０２．２１イベントへのマッピングを示す。現時点
で定義された、いくつかのＭＩＨイベントは、８０２．３ａｈトリガに関連付けることが
可能である。８０２．３ａｈのフレームワークでは、カスタムＴＬＶ（Type-Length-Valu
e）仕様を使用するベンダーによって、このサブセットを拡張することが可能である。リ
ンクがアップし、かつＯＡＭリモート・エンティティがアップしていると物理レイヤが判
定していることを示す８０２．３ａｈリンク・アップ（link up）・イベントは、８０２
．２１リンク・アップ・イベントにマッピングされる。ローカル・データ端末装置（ＤＴ
Ｅ：Data Terminal Equipment）の受信方向において障害が発生していると物理レイヤが
判定していることを示す８０２．３ａｈリンク障害（link fault）イベントは、８０２．
２１リンク・ダウン（link down）・イベントにマッピングされる。回復不能のローカル
障害状態が発生していることを示す８０２．３ａｈ ダイイング・ギャスプ（dying gasp
）・イベントは、８０２．２１リンク・ゴーイング・ダウン（link going down）・イベ
ントにマッピングされる。
【００１７】

【表１】

【００１８】
　図３は、本発明による、８０２．３ａｈ　ＯＡＭを使用するＭＩＨサービスをサポート
するための例示的システム３００を示す。システム３００には、ＵＥ ３０２、無線ロー
カル・エリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ：Wireless Local Area Network）３１０、８０
２．３ネットワーク３２０、およびＭＩＨ　ＰｏＳ ３３０が含まれる。８０２．３ネッ
トワーク３２０には、複数の相互接続されたハブ（またはリピータ）３２２、３２４が含
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まれる。ＵＥ ３０２は、ＭＩＨ能力があり、かつＷＬＡＮアクセス技術および８０２．
３アクセス技術の両方をサポートする。ＵＥ ３０２およびＭＩＨ　ＰｏＳ３３０は、２
つのＯＡＭピア・エンティティであり、かつＵＥ ３０２とＭＩＨ　ＰｏＳ ３３０との間
のリンク状態は、ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈプロトコルを使用することにより監視される
。８０２．３ａｈトリガの１つが検出されると、ＵＥ ３０２（または、ＭＩＨ　ＰｏＳ 
３３０）のＭＩＨエンティティは８０２．３ａｈトリガを８０２．２１イベントにマッピ
ングする。したがって、ＵＥ ３０２とＭＩＨ　ＰｏＳ ３０８との間のＭＩＨ通信は、図
３に示されるようにＷＬＡＮ３１０および８０２．３ネットワーク３２０の１つを通して
確立される。報告されたＭＩＨイベントに基づき、ＷＬＡＮ３１０と８０２．３ネットワ
ーク３２０との間でハンドオーバがトリガされることができる。
【００１９】
　本発明の第２の実施形態によると、ＵＥとＭＩＨ　ＰｏＳとの間のリンク状態は、ＩＥ
ＥＥ８０２．１ａｇプロトコルを使用することにより監視される。図４および図５におい
て示されるように、ＵＥが８０２．１Ｄまたは８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークを通
してＭＩＨ　ＰｏＳに接続される場合には、ＵＥとＭＩＨ　ＰｏＳとの間の接続性の欠損
を検出するためには、８０２．３レイヤ１イベント通知または８０２．３ａｈ　ＯＡＭメ
ッセージは不十分である。
【００２０】
　図４は、本発明における、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワーク４１０を通して接続さ
れ、かつ８０２．１ａｇ　ＯＡＭメッセージを使用してリンク状態を監視する、ＵＥ ４
０２およびＭＩＨ　ＰｏＳ ４０８を示す。８０２．１Ｄブリッジ・ネットワーク４１０
には、ハブ４０４およびブリッジ／スイッチ４０５、４０６が含まれる。ＵＥ ４０２か
らＭＩＨ　ＰｏＳ ４０８への間の接続は、１つまたは複数の８０２．１Ｄブリッジまた
はスイッチを介して確立される。ＵＥ ４０２およびＭＩＨ　ＰｏＳ ４０８が８０２．１
Ｄブリッジ・ネットワーク４１０を通して接続されると、８０２．３レベルの物理レイヤ
のリンク状態通知では、ＭＩＨ　ＰｏＳ ４０８へのリンク接続性を検出するためには不
十分であり、そしてＩＥＥＥ　８０２．３ａｈ　ＯＡＭメッセージは８０２．１Ｄブリッ
ジ／スイッチ４０５、４０６を横断しない。
【００２１】
　図５は、本発明における、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークを通して接続され、か
つ８０２．１ａｇ　ＯＡＭメッセージを使用してリンク状態を監視する、ＵＥ ５０２お
よびＭＩＨ　ＰｏＳ ５０８を示す。ＵＥ ５０２は、ハブ（すなわち、ＰｏＡ）５０４に
接続される。ＰｏＡ ５０４からＭＩＨ　ＰｏＳ ５０８への間の接続は、１つまたは複数
の８０２．１Ｑブリッジまたはスイッチ５１２、５２２を介して確立される。ブリッジま
たはスイッチ５１２、５２２が８０２．１Ｑブリッジまたはスイッチである際には、ＭＩ
Ｈ　ＰｏＳ ５０８への到達可能性は、静的な構成に依るか、または各ブリッジでのスパ
ニング・ツリー（spanning tree）実行の構成によるかの何れかの、種々の仮想ローカル
・エリア・ネットワーク（ＶＬＡＮ：Virtual Local Area Network）５１０、５２０に対
するいろいろなリンクを介すことができる。そのような場合において、ＵＥ ５０２とＭ
ＩＨ　ＰｏＳ ５０８との間のＭＩＨの接続性は、ＶＬＡＮ識別子（ＩＤ：identity）基
準毎に確立されかつ監視される必要がある。
【００２２】
　本発明の第２の実施形態によると、顧客レベルＯＡＭのための８０２．１ａｇプロトコ
ルが、８０２．１ａｇ管理情報ベース（ＭＩＢ：Management Information Base）のオブ
ジェクトを８０２．２１イベントにマッピングすることにより、エンド・ツー・エンドの
リンク状態を検出するために使用される。表２は、８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェクト
の８０２．２１イベントへのマッピングを示す。
【００２３】
　接続性が検出されたか、または回復していることを示す、８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブ
ジェクトが、８０２．２１リンク・アップ・イベントにマッピングされる。ＭＥＰ（Mana
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gement End Point）が１つまたは複数のＭＥＰとの交信が途絶していることを示す、８０
２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェクトが、８０２．２１リンク・ダウン・イベントにマッピン
グされる。障害が発生して８０２．２１リンク・ゴーイング・ダウン・イベントを、８０
２．１ａｇダイイング・ギャスプにマッピングすることを示す前に失われた可能性がある
、接続性チェック・フレームの数を示すために、新しい８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェ
クトが定義される。
【００２４】
　リンクが障害である可能性があるときは常に（例えば、不十分な無線状態に依るもの）
、リンク・ゴーイング・ダウン・イベントが使用される。その時点のリンクが８０２．３
を介してサポートされている際には、失われたフレームの量を見た後に、短期間の内に接
続がダウンしそうであろうと判定されると、リンク・ゴーイング・ダウン状態を合図する
ことができる。例えば、１０フレームの欠損でリンクを障害であると見なすとして閾値を
設定した場合には、９回目のフレーム・チェック失敗でリンク・ゴーイング・ダウン指示
が送られる。
【００２５】
【表２】

【００２６】
　図６は、本発明の第２の実施形態による、８０２．１ａｇ　ＯＡＭを使用してＭＩＨサ
ービスをサポートする例示的システム６００を示す。システム６００には、ＵＥ ６０２
、８０２．１１ネットワーク６０４、８０２．１６ネットワーク（ＷＩＭＡＸ）６０６、
８０２．３ネットワーク６０８、ホーム・ネットワーク６１４、およびＭＩＨ　ＰｏＳ 
６１６が含まれる。８０２．１１ネットワーク６０４および８０２．３ネットワークは、
それぞれ８０２．１Ｑブリッジ６１０、６１２を介してホーム・ネットワーク６１４に接
続される。ＵＥ ６０２は、ＭＩＨ能力があり、かつ８０２．１１、８０２．１６、およ



(9) JP 4648460 B2 2011.3.9

10

20

30

40

50

び８０２．３のアクセス技術をサポートする。ＵＥ ６０２およびＭＩＨ　ＰｏＳ ６１６
は、２つのＯＡＭピア・エンティティであり、そしてＵＥ ６０２とＭＩＨ　ＰｏＳ ６１
６との間のリンク状態は、上で述べられたように、ＩＥＥＥ　８０２．１ａｇプロトコル
を使用することによって監視される。８０２．１ａｇイベントを検出すると、ＵＥ ６０
２（またはＭＩＨ　ＰｏＳ ６１６、または、８０２．１１ネットワーク６０４、８０２
．１６ネットワーク６０６、および８０２．３ネットワーク６０８におけるＰｏＡ）のＭ
ＩＨエンティティは、８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェクトを８０２．２１イベントにマ
ッピングし、ＭＩＨイベントに基づき、８０２．１１ネットワーク６０４、８０２．１６
ネットワーク６０６、および８０２．３ネットワーク６０８の間のインター・テクノロジ
ー・ハンドオーバをトリガする場合があり、またはその時点で接続されているネットワー
ク中でイントラ・テクノロジー・ハンドオーバがトリガされる場合がある。ＩＥＥＥ ８
０２．１Ｑ　ＶＬＡＮトラフィックは、８０２．３、８０２．１１、および８０２．１６
フレームを介して、関連する集合（convergence）サブレイヤを通じて伝達されることが
可能である。したがって、エンド・ツー・エンドの８０２．１ａｇに基づく接続性は、イ
ンター・テクノロジーまたはイントラ・テクノロジーのハンドオーバを判定するために有
益である。
【００２７】
　＜実施形態＞
　１．ユーザ機器（ＵＥ）、ＭＩＨ　ＰｏＳ、および複数のアクセス・ネットワークを含
む通信システムにおいて、ＯＡＭプロトコルを使用するＭＩＨのための方法。
【００２８】
　２．ＵＥとＭＩＨ　ＰｏＳとの間のリンク接続性を、ＯＡＭプロトコルを使用すること
によって監視するステップを備える実施形態１の方法。
【００２９】
　３．リンク状態の検出に際して、リンク状態を示すＯＡＭトリガをＭＩＨイベントにマ
ッピングするステップを備える実施形態２の方法。
【００３０】
　４．ＭＩＨイベントを報告するステップを備える実施形態３の方法。
【００３１】
　５．ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈである実施形態２～４の何れかの
方法。
【００３２】
　６．８０２．３ａｈリンク・アップ・イベントが、８０２．２１リンク・アップ・イベ
ントにマッピングされる実施形態５の方法。
【００３３】
　７．８０２．３ａｈリンク障害イベントが、８０２．２１リンク・ダウン・イベントに
マッピングされる実施形態５～６の何れかの方法。
【００３４】
　８．８０２．３ａｈダイイング・ギャスプ・イベントが、８０２．２１リンク・ゴーイ
ング・ダウン・イベントにマッピングされる実施形態５～７の何れかの方法。
【００３５】
　９．ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ８０２．１ａｇである実施形態２～４の何れかの方
法。
【００３６】
　１０．接続性が検出されたことを示す８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェクトが、８０２
．２１リンク・アップ・イベントにマッピングされる実施形態９の方法。
【００３７】
　１１．ＭＥＰが１つまたは複数のＭＥＰとの交信を途絶していることを示す８０２．１
ａｇ　ＭＩＢオブジェクトが、８０２．２１リンク・ダウン・イベントにマッピングされ
る実施形態９～１０の何れかの方法。
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【００３８】
　１２．８０２．２１リンク・ゴーイング・ダウン・イベントが、障害を示す前に失われ
た可能性がある接続性チェック・フレームの数を示す８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェク
トに基づいて生成される実施形態９～１１の何れかのような方法。
【００３９】
　１３．アクセス・ネットワークは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークである実施形
態１～１２の何れかの方法。
【００４０】
　１４．アクセス・ネットワークは、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークである実施形
態１～１２の何れかの方法。
【００４１】
　１５．ＯＡＭプロトコルを使用するＭＩＨのためのシステム。
【００４２】
　１６．ＵＥを備える実施形態１５のシステム。
【００４３】
　１７．ＭＩＨサービスを提供するためのＭＩＨ　ＰｏＳを備える実施形態１５～１６の
何れかのシステム。
【００４４】
　１８．複数のアクセス・ネットワークを備える実施形態１５～１７の何れかのシステム
。
【００４５】
　１９．ＵＥおよびＭＩＨ　ＰｏＳが、ＵＥとＭＩＨ　ＰｏＳとの間のリンク状態を、Ｏ
ＡＭプロトコルを使用することによって監視するように構成される実施形態１８のシステ
ム。
【００４６】
　２０．ＵＥおよびＭＩＨ　ＰｏＳが、検出されたリンク状態を示すＯＡＭトリガをＭＩ
Ｈイベントにマッピングするように構成される実施形態１９のシステム。
【００４７】
　２１．ＵＥおよびＭＩＨ　ＰｏＳが、ＭＩＨイベントに基づいてアクセス・ネットワー
クの中でハンドオーバをトリガするように構成される実施形態２０のシステム。
【００４８】
　２２．ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈである実施形態１５～２１の何
れかのシステム。
【００４９】
　２３．８０２．３ａｈリンク・アップ・イベントが、８０２．２１リンク・アップ・イ
ベントにマッピングされる実施形態２２のシステム。
【００５０】
　２４．８０２．３ａｈリンク障害イベントが、８０２．２１リンク・ダウン・イベント
にマッピングされる実施形態２２～２３の何れかのシステム。
【００５１】
　２５．８０２．３ａｈダイイング・ギャスプ・イベントが、８０２．２１リンク・ゴー
イング・ダウン・イベントにマッピングされる実施形態２２～２４の何れかのシステム。
【００５２】
　２６．ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．１ａｇである実施形態１５～２１の何
れかのシステム。
【００５３】
　２７．接続性が検出されたことを示す８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェクトが、８０２
．２１リンク・アップ・イベントにマッピングされる実施形態２６のシステム。
【００５４】
　２８．ＭＥＰが１つまたは複数のＭＥＰとの交信を途絶していることを示す８０２．１
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ａｇ　ＭＩＢオブジェクトが、８０２．２１リンク・ダウン・イベントにマッピングされ
る実施形態２６～２７の何れかのシステム。
【００５５】
　２９．８０２．２１リンク・ゴーイング・ダウン・イベントが、障害を示す前に失われ
た可能性がある接続性チェック・フレームの数を示す８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェク
トに基づいて生成される実施形態２６～２８の何れかのシステム。
【００５６】
　３０．アクセス・ネットワークは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークである実施形
態１８～２９の何れかのシステム。
【００５７】
　３１．アクセス・ネットワークは、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークである実施形
態１８～２９の何れかのシステム。
【００５８】
　３２．ＵＥ、ＭＩＨ　ＰｏＳ、および複数のアクセス・ネットワークを含む通信システ
ムにおいてＯＡＭプロトコルを使用するＭＩＨのための装置。
【００５９】
　３３．ＵＥとＭＩＨ　ＰｏＳとの間のリンク接続性を、ＯＡＭプロトコルを使用するこ
とによって監視するように構成され、かつ検出されたリンク状態を示すＯＡＭトリガを送
るように構成される下位レイヤ・エンティティを備える実施形態３２の装置。
【００６０】
　３４．ＯＡＭトリガをＭＩＨイベントにマッピングするように構成され、かつＭＩＨイ
ベントを報告するように構成されるＭＩＨエンティティを備える実施形態３３の装置。
【００６１】
　３５．ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ　８０２．３ａｈである実施形態３２～３４の何
れかの装置。
【００６２】
　３６．８０２．３ａｈリンク・アップ・イベントが、８０２．２１リンク・アップ・イ
ベントにマッピングされる実施形態３５の装置。
【００６３】
　３７．８０２．３ａｈリンク障害イベントが、８０２．２１リンク・ダウン・イベント
にマッピングされる実施形態３５～３６の何れかの装置。
【００６４】
　３８．８０２．３ａｈダイイング・ギャスプ・イベントが、８０２．２１リンク・ゴー
イング・ダウン・イベントにマッピングされる実施形態３５～３７の何れかの装置。
【００６５】
　３９．ＯＡＭプロトコルは、ＩＥＥＥ８０２．１ａｇである実施形態３２～３４の何れ
かの装置。
【００６６】
　４０．接続性が検出されたことを示す８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェクトが、８０２
．２１リンク・アップ・イベントにマッピングされる実施形態３９の装置。
【００６７】
　４１．ＭＥＰが１つまたは複数のＭＥＰとの交信を途絶していることを示す８０２．１
ａｇ　ＭＩＢオブジェクトが、８０２．２１リンク・ダウン・イベントにマッピングされ
る実施形態３９～４０の何れかの装置。
【００６８】
　４２．８０２．２１リンク・ゴーイング・ダウン・イベントが、障害を示す前に失われ
た可能性がある接続性チェック・フレームの数を示す８０２．１ａｇ　ＭＩＢオブジェク
トに基づいて生成される実施形態３９～４１の何れかの装置。
【００６９】
　４３．アクセス・ネットワークは、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークである実施形
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【００７０】
　４４．アクセス・ネットワークは、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークである実施形
態３２～４２の何れかの装置。
【００７１】
　本発明の特徴および要素が好適な実施形態において特定の組み合わせにて記述されてい
るが、それぞれの特徴または要素は好適な実施形態の他の特徴および要素なしで単独で、
または本発明の他の特徴および要素のあるなしにかかわらず、様々な組み合わせにて使用
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明によるＵＥの機能的なエンティティを示す図である。
【図２】本発明による、８０２．３ａｈ　ＯＡＭメッセージを使用してリンク状態を監視
するＵＥおよびＭＩＨ　ＰｏＳを示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態による、８０２．３ａｈ　ＯＡＭメッセージを使用して
ＭＩＨをサポートするための例示的システムを示す図である。
【図４】本発明による、８０２．１Ｄブリッジ・ネットワークを通して接続され、かつ８
０２．１ａｇ　ＯＡＭメッセージを使用してリンク状態を監視するＵＥおよびＭＩＨ　Ｐ
ｏＳを示す図である。
【図５】本発明による、８０２．１Ｑブリッジ・ネットワークを通して接続され、かつ８
０２．１ａｇ　ＯＡＭメッセージを使用してリンク状態を監視するＵＥおよびＭＩＨ　Ｐ
ｏＳを示す図である。
【図６】本発明の第２の実施形態による、８０２．１ａｇ　ＯＡＭメッセージを使用して
ＭＩＨをサポートするための代表的システムを示す図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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